
（2）2013.10. １ 西東京市公民館だより

旅
に
出
て
上
げ
膳
据
え
膳
妻
の
夢　

涌
井
テ
ル
子

12
月
号
の
お
題　
「
宝
く
じ
」
で
す　

締
切　

10
月
25
日
㈮

旅 柳沢公民館

柳沢公民館

保谷駅前公民館

保谷駅前公民館

谷戸公民館

保育付

　
「
人
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
」
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
時
〜
12
時

　

保
谷
駅
前
公
民
館

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　

20
人
（
申
込
順
）

　

10
月
２
日
㈬
10
時
か
ら
電
話
か

メ
ー
ル
で
保
谷
駅
前
公
民
館
へ

　

メ
ー
ル
で
の
申
込
は
３
面
参
照
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定
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保
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￥

￥

申 ￥

申

申

申申

申

幼
い
子
を
持
つ
母
親
の
講
座

　

あ
な
た
の
夢
や
想
い
、
学

び
か
ら
生
ま
れ
る
力
が
、
住

み
続
け
た
い
・
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

　

木
曜
日
10
時
〜
12
時

　

柳
沢
公
民
館

　

市
内
在
住
者

　

20
人
（
申
込
順
）

　

10
月
２
日
㈬
10
時
か
ら
電

話
か
メ
ー
ル
で
柳
沢
公
民

館
へ

　

メ
ー
ル
で
の
申
込
は
３
面

参
照

　

10
月
24
日
㈭

　

市
内
在
住
者

　

30
人
（
申
込
順
）

　

10
月
３
日
㈭
10
時
か
ら
電
話
で

柳
沢
公
民
館
へ

　

13
時
半
〜
16
時
半

　

初
回
の
み
10
時
〜
12
時

　

柳
沢
公
民
館　

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
15

歳
以
上
30
代
ま
で
）　

　

20
人 

　

①
④
⑤
萩
原
建
次
郎
（
駒
澤
大
学

教
授
）、
②
豊
田
北
穂
（
ア
ウ
ト

ド
ア
指
導
員
）、③
吉
田
朋
子
（
管

理
栄
養
士
）

　

500
円
（
材
料
費
）

　

10
月
１
日
㈫
か
ら
メ
ー
ル
で
柳
沢

公
民
館
へ

　

メ
ー
ル
で
の
申
込
は
３
面
参
照

　

子
育
て
中
、
何
が
で
き
る
か
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

水
曜
日
10
時
〜
12
時

　

谷
戸
公
民
館

　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
女
性

　
（
保
育
付
講
座
に
初
め
て
参
加

さ
れ
る
方
優
先･

現
在
、
保
育

付
講
座
を
受
講
中
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

　

６
か
月
以
上
就
学
前
の
乳
幼
児

15
人（
１
歳
未
満
は
３
人
程
度
）

※
保
育
説
明
会
に
お
や
つ
代
500
円

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

10
月
９
日
㈬
15
時
ま
で
に
電
話

で
谷
戸
公
民
館
へ 

定
員
に
満
た

な
い
場
合
10
日
㈭
以
降
も
受
付

　

ほ
っ
こ
り
あ
っ
た
か
ス
ー
プ
が
主

役
の
レ
シ
ピ
で
心
も
カ
ラ
ダ
も
元
気

い
っ
ぱ
い
！
（
毎
回
、主
食
、デ
ザ
ー

ト
も
作
り
ま
す
）

　

11
月
８
日
㈮
、
29
日
㈮
、
12
月
６

日
㈮
10
時
〜
12
時
半　

全
３
回

　

保
谷
駅
前
公
民
館

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　

12
人
（
申
込
順
）

　

岡
本
正
子
（
管
理
栄
養
士

　

・
国
際
薬
膳
師
）

　

千
500
円
（
材
料
費
）

＊
初
回
に
集
金　

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

　

10
月
７
日
㈪
10
時
か
ら
電
話
で
保

谷
駅
前
公
民
館
へ

　
　
　
　
　

＊
＊
＊

※
コ
ラ
ボ
企
画　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
を
通
し
て
「
今
」
を
考

え
る　
「
天
の
し
ず
く
」（
監
督
：

河か
わ
む
ら邑

厚あ
つ
の
り徳

／
２
０
１
３
年
／
113

分
）
11
月
22
日
㈮
10
時
か
ら
上
映

　

身
近
な
草
花
の
優
し
さ
や
魅
力
を

美
し
い
色
調
で
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
14
日
㈪
㈷
、
27
日
（
日
）、
11

月
３
日
㈰
㈷
13
時
半
〜
16
時
半

　

谷
戸
公
民
館

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　

10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

山
代
春
日
（
日
本
美
術
家
連
盟
会

員
、
水
彩
連
盟
所
属
）

　

共
通
画
材
代
３
千
500
円
（
指
定

　

木
の
実
や
乾
燥
食
材
、
リ
サ
イ
ク

ル
材
を
約
30
種
類
使
っ
た
、
豪
華
な

ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ー
ス
で
す
。

　

10
月
31
日
㈭
14
時
〜
16
時

　

谷
戸
公
民
館

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

＊
初
め
て
参
加
す
る
人
優
先

　

15
人
（
申
込
順
）

　

馬
場
真
由
美
（
谷
戸
在
住
の
リ
ー

ス
作
家
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

の
水
彩
用
Ｆ
４
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、

丸
筆
、
透
明
水
彩
絵
具
）
そ
の
他

10
月
７
日
㈪
17
時
ま
で
に
電
話
で

谷
戸
公
民
館
へ
。

講
師
）、
他
補
助
員

　

千
円
（
材
料
費
）

　

10
月
４
日
㈮
10
時
か
ら
電
話
で
谷

戸
公
民
館
へ

保谷駅前公民館

時

場
対

定
講

申

「そして彼女は片目を塞
ふさ

ぐ
Then,｠She｠Closes｠Another｠Eye」

（監督 : 根
ねご ろ

来祐
ゆう

/2001 年 /57 分）
　摂食障がいを扱った作品を上映後、「母と娘～
それぞれの生きづらさと向き合う」をテーマに対
談を行います。

　10月 26日㈯　上映：13時半～ 14時半 /
　対談：14時 45分～ 16時 15分
　保谷駅前公民館
　市内在住・在勤・在学
者
　50人（申込順）
　根来祐（映画監督）、北
村文

あや

（津田塾大学講師）
　10 月３日㈭ 10 時から
電話かメールで保谷駅
前公民館へ
　メールでの申込は３面
参照

ドキュメンタリー映画を通して
　　　　　　　　　「今」を考える

時場対定申

回 月 日 内　　容 講師＆協力

1 10/17 講座オリエンテーション、自己紹介 担当職員

2 10/24
【公開講座】
東日本大震災の被災経験
から生み出されたもの

石井山竜平
(東北大学大学院准教授)

3 10/31【西東京市を知る】人にやさしいまちづくり
企画政策課、都市計画課
ほか

4 11/7【語りあおう】柳沢公民館の事例から　
新町地域包括支援センタ
ー職員・自治会代表ほか

5 11/14 認知症サポーター養成講座
新町地域包括支援センタ
ー職員ほか

6 11/21
【手話体験】
聞こえないってどんなこ
と？

西東京市聴覚障害者協会
西東京市登録手話通訳者
の会

7 11/28【聴く力】傾聴力を高めよう！
山下恭子
(傾聴カウンセラー)

8 12/5【伝える力】プレゼン力を高めよう！ 
脇谷聖美
(NPO法人国際プレゼンテ
ーション協会副理事長)　

9 12/12
【引き出す力】
自分も相手も周りも伸び
るコーチング

藤田潮
(andCs代表、文部科学
省認可生涯学習開発財団
認定マスターコーチ)10 12/19【考えよう】人にやさしいまちづくり

11 1/9 【協働のまちづくり】事例報告＆交流会
市民協働推進センター
(ゆめこらぼ)・市民団
体・NPO団体ほか

12 1/16【発信しよう】人にやさしいまちづくり
谷口郁子(雑誌編集者・月
刊社会教育前編集長)

13 1/23 講座のまとめ＆発表☆修了証書発行 担当職員

芸
術
・
文
化
講
座　

絵
画
実
習
編

地
域
の
人
に
学
ぶ
講
座

回 月 日 内　　容 講　師

１ 10/31
㈭

若い世代を追い詰める｢就活｣の実態
　～「ブラック企業」に負けないために～

坂倉昇平（雑誌「POSSE」
((ポッセ))編集長）

２ 11/12
㈫

既成の「若者像」を見直そう～メディア
や「世間」に振り回されないために～

藤田結子
（明治大学商学部准教授）

３ 11/28
㈭

使い捨て労働の現実　
　～女性労働相談の現場から～

伊藤みどり（働く女性の全
国センター代表）

４ 12/12
㈭

なぜ若者を追い詰める「働き方」が横行
するのか～「雇用劣化」を招いた社会的
背景を読み解き、解決の糸口を探る～

竹信三恵子
（和光大学教授）

回 月 日 内　　　　容
① 11/２㈯ オリエンテーション・自己紹介　公民館とは
② 11/10㈰ みんなで工作体験（竹でマイ食器を作ろう）
③ 11/23㈯㈷ みんなで料理(餃子・なべ)
④ 12/１㈰ 公民館の現状を知る、居場所とは
⑤ 12/8㈰ これからの公民館に期待すること

回 月 日 内　容 講　師
☆ 10/16 保育説明会 保育員・担当職員

1 10/23 子育て中にできる事をはじめよう 藤本祐子（株式会社トランタ
ンネットワーク新聞社代表）

2 10/30 子どもを理解して楽しく過ごそう 坂本洲子（ファミリーカウン
セリングの母親研究所代表）3 11/6 自分自身を好きになるために

4 11/13 参加者交流（中間の振り返り） 担当職員
5 11/20 自分を見つめよう

渡辺美恵（NPO法人生活企
画ジェフリー代表）6 11/27 社会の中の家族と女性

7 12/4 3.11震災後からの地域・家族・生き方を考えよう
8 12/11 子育て中の働き方 藤本祐子
9 12/18 保育まとめ・講座の感想・これからについて 保育員・担当職員

薬膳を取り入れた

谷戸公民館谷戸公民館

対 時定申

食育講座

ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ー
ス
を
作
ろ
う

現代社会を
　学ぶ講座

〝
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
〞
を
つ
く
る

　
　
　

―
学
ぶ
・
つ
な
が
る
・
活
か
す
ー

KOUMINKAN革命

若者の
居場所

社会教育を考える講座

　若者も集まれる居場所を目指
して、公民館の活用法を楽しみ
ながら、学んでみませんか。

※音声が聞きとりにくい方は受付までお申し出ください。

C根来祐 /2001 年

対談は「女性の生き方講
座」第７回の公開講座と
して、実施します。昨年度参加者作品




